
三
月
十
日
第
百

十
三
回
拡
大
地
方

委
員
会
が
新
潟
市

『
ト
ー
ク
イ
ン
新

潟
』
で
十
一
時
か

ら
、
エ
リ
ア
本
部
・

藤
野
副
委
員
長
を

来
賓
に
迎
え
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、

函
館
闘
争
団
か
ら

坂
野
団
員
が
出
席

し
、
全
体
で
四
十

名
の
出
席
で
し
た
。

地
方
委
員
な
ど
十
名
が
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事

件
や
職
場
の
問
題
点
、
地
域
の
活
動
な
ど

発
言
が
あ
り
、
全
体
の
闘
う
体
制
が
確
立
。

守
橋
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
終
了

し
ま
し
た
。

加
藤
副
委
員
長

開
会
あ
い
さ
つ

加
藤
副
委
員
長
は
『
国
労

は
最
低
一
万
円
を
要
求
。
ス

ト
ラ
イ
キ
の
行
使
を
客
貨
一

体
で
。
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
に

つ
い
て
２
・
１
６
集
会
の
成

功
・
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
展

開
。
一
日
も
早
い
解
決
を
。

３
・
３
０
集
会
の
成
功
を
』

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

議
長
は
、
新
潟
支
部

の
新
野
委
員
を
選
出
、

守
橋
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
、
藤
野
副
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
、
そ
の
後
、

坂
野
団
員
の
訴
え
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

坂
野
団
員
の
訴
え

新
潟
の
仲
間
が
い
る
か
ら
や
っ
て
こ

れ
た
〜
十
五
年
間
交
流
。
だ
か
ら
二
十
年

間
闘
っ
て
こ
れ
た
。
早
い
時
期
に
、
元
気

な
う
ち
に
解
決
を
。
平
均
五
十
七
才
を
超

え
て
い
る
。
四
者
・
四
団
体
で
解
決
に
向

け
て
意
見
の
食
い
違
い
を
、
ど
う
し
て
い

く
の
か
交
流
会
を
開
催
し
た
。

全
国
争
議
団
〜
一
月
二
十
二
日
か
ら
上

京
行
動
・
カ
ン
パ
箱
の
要
請
。

新
潟
の
要
請
行
動
を
通
じ
て
我
々
の
運

動
を
強
く
し
て
い
く
。
労
働
者
側
委
員
の

意
見
要
請
〜
十
三
本
目
（
新
潟
三
月
九
日

実
施
）
。
本
部
も
含
め
て
要
請
を
地
方
か

ら
中
央
へ
出
て
要
請
し
て
い
く
。

四
者
・
四
団
体
〜
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ

て
き
て
い
る
。
十
二
月
五
日
新
た
な
訴
訟
。

当
事
者
の
闘
う
決
意
・
国
労
本
部
の
決
意

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
当
に
真
剣
に
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。
本
部
・
佐
藤
委
員
長
の
決
意
。
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国
鉄
新
潟

守橋委員長
あいさつ

①春闘要求、２月７日提出、１万円の賃上げ・統一重点項目を要求。要請はが

き・ファクス行動など貨物行動を地本全体の取り組みに。『仕事・安全総点検』

運動の強化を。

労働・雇用問題が社会問題に。『貧困と格差』・ワーキングプア・非正規社

員が３人に１人の割合に。規制緩和・労働法制改悪阻止の闘いをしっかりと。

②ＪＲ不採用事件の早期解決をめざす闘い 『20年を超えさせない』先の中央

委員会で確認９次にわたる集中した行動が展開。新潟では、新潟労働局・北陸

信越運輸局への要請～①ＩＬＯ７次勧告の『援助』を受け入れよ②解決交渉テー

ブルの設置を。新潟県労働委員会・労働者側委員から安倍総理あての要請書を

昨日付け提出。四者・四団体の団結がしっかりしたものになっている。25日か

らＩＬＯに再度の要請『援助』にどう対応・国際的に注目されている。3・30集

会の成功を。

③正常な労使関係の確立と組織拡大 東日本で昨年11月バッチ事件を含む全事

件の一括和解、全てが解決したとは考えていない。『差別のない対等な労使関

係確立にむけた中間的到達点』としてこれから組織拡大に結び付けることがで

きるかどうかにかかっている。和解後の職場点検調査を、しっかりした点検を

お願いしたい。

④政治反動を許さず平和・民主主義を守る闘い 安倍内閣は、極めて危険な

タカ派、貧困と格差の現実に一切目もくれない。

5月3日までに改憲手続き法案を通すと～地域で

の集会に国労の旗が必ず翻っている姿を。統一

地方選挙・参議院選挙～反動政治を許さない候

補の勝利のために全力を。



●

三
月
七
日
、
電
装
会
社
か
ら
（
三
十

八
人
規
模
）
一
人
配
属
さ
れ
た
。
ひ
と
り

希
望
退
職
が
あ
り
欠
員
が
生
じ
た
た
め
。

作
業
区
分
が
無
い
た
め
、
共
同
で
や
っ
て

い
る
。
（
基
本
は
区
別
さ
れ
て
い
る
）

監
査
の
時
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ッ

ク
は
や
っ
た
人
が
す
る
。
要
員
が
無
い
、

派
遣
社
員
に
頼
っ
て
い
る
現
状
。

他
職
場
に
つ
い
て
も
要
員
が
足
り
な
い

〜
欠
員
。
作
業
場
が
、
出
向
者
・
退
職
者

Ｎ
Ｋ
Ｙ
な
ど
丸
ご
と
外
注
へ
。

車
両
の
安
全
を
ど
う
守
る
。
技
術
の
継

承
は
ど
う
や
っ
て
い
く
の
か
。
車
両
所
の

提
案
は
、
退
職
者
が
発
生
し
て
も
補
充
し

な
い
。
製
造
は
外
注
会
社
、
管
理
は
Ｊ
Ｒ
。

十
年
後
に
は
現
場
に
Ｊ
Ｒ
社
員
は
い
な
く

な
る
。
外
注
が
進
む
、
社
員
が
い
な
く
な

る
。
ど
の
よ
う
に
地
本
は
考
え
て
い
る
の

か
。

○

労
働
法
制
〜
大
変
な
状
況
・
国
労
の

方
針
の
中
で
ど
う
か
。
雇
用
の
確
保
・
金

銭
解
決
な
ど
国
労
は
ど
う
な
の
か
。
国
労

運
動
六
十
年
〜
一
〇
四
七
名
の
闘
い
・
労

働
運
動
が
分
か
り
づ
ら
い
。
裁
判
・
Ｉ
Ｌ

Ｏ
な
ど
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確
認
・
そ
し
て

団
結
す
る
と
考
え
る
。
①
運
動
は
解
雇
撤

回
の
た
め
に
闘
っ
て
き
た
②
民
営
化
は
究

極
の
合
理
化
、
極
限
的
な
も
の
。
競
争
の

激
化
。
反
対
し
て
い
く
こ
と
〜
方
針
と
し

て
掲
げ
て
闘
う
べ
き
だ
。
現
場
の
労
働
者

が
、
ブ
レ
な
い
こ
と
。
③
情
勢
に
つ
い
て
、

米
・
朝
の
開
戦
が
あ
り
う
る
。
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
。
国
労
の
平
和
四
原
則
＝
原

則
に
か
え
っ
て
運
動
を
進
め
て
い
く
。

国
労
六
十
周
年
・
国
鉄
闘
争
二
十
年
・
安

全
問
題
〜
国
労
の
運
動
は
正
し
か
っ
た
の

か
ど
う
な
の
か
。
ひ
と
り
一
人
が
総
括
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
闘
う
決
意
と

し
て
。
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情勢～国会は異常な状態。貧困が増・非正規労働者の拡大・年収

200万円以下の労働者。仕事が無い。全然考えていない～春闘と結

合して闘いに。

177回中央委員会～①国鉄闘争を早期解決を・何としても解決を。

②安全・安定輸送を。事故が多発している。③並行在来線問題。与

党を含む全政党への要請。4者・4団体の団結強化～ＩＬＯ要請、20

年を超えさせない。大衆行動をつくっていく。

12月8日～新たな訴訟。政治解決を基本に考えて、裁判闘争へ。

ＩＬＯ７次勧告『援助』を真剣に検討を。大同団結から＝総団結を。

そして、解決交渉テーブルをつくる。 自治体決議 684・1034本

の採択。全国の自治体～１/４～１/３を採択した。

中労委和解 勝利解決では無いが、これからどう前進させていく

のか。昇進和解～受験をどう取り組むか。自動昇格制度へ。①今後

の交渉権の確立②他労組組合員が国労に期待している。～変化のあ

らわれだと考える。

春闘 ２/７～1万円の要求・ＪＲ総連は3千円。東労組は春闘時

に夏季手当ても要求した。国労は3・2ヶ月を要求した。

貨物は～1回目を2月26日・2回目は3月6日 会社側は支払う能力

が無いと回答。最賃制の闘いも重要～時給1000円・年収300万円。

安全・安定輸送 羽越線事故～その後も事故が多発している。田

町駅の信号事故・運輸局から警告書が出た。会社は1370億円の設備

投資。当初は70億円だった。

駅のあり方 駅社員～天下り社員、500人の契約社員。要員が足

りない。苦情がすさまじい状況。この状況に絶えられるか→天下り

社員と契約社員。 ライフライン＝40才以下の乗務員を5年間の駅

業務。 ダイ改～乗務員行路の調査実施。問題点を具体的に指摘し

た。

などなど、多くの課題や中央委員会の報告がありました。



●

支
部
で
の
取
組
み
に

つ
い
て
〜
三
月
二
日
・
春

闘
行
動
、
新
潟
駅
頭
宣
伝

行
動
展
開
・
チ
ラ
シ
配
布

実
施
。
十
五
名
が
参
加
。

地
本
学
習
会
は
春
闘
ら
し

く
、
別
に
企
画
を
〜
拡
大

地
方
委
員
会
の
発
言
保
障

を
。
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
〜

中
央
行
動
八
次
・
ハ
ン
ス

ト
行
動
に
つ
い
て
は
個
々

に
要
請
し
て
い
く
。

暖
冬
で
雪
が
無
い
〜
ラ
ッ

セ
ル
車
の
稼
動
が
無
い
。

切
捨
て
へ
動
い
て
い
る
。

強
力
Ｍ
Ｒ
車
を
製
造
、
来

年
度
か
ら
配
備
す
る
予
定
。

職
場
で
の
事
故
・
ミ
ス
は
個
人
の
責
任
に
。

安
全
に
つ
い
て
の
作
業
＝
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
を
。

ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー

規
制
緩
和
で

認
可
が
自
由
・
台
数
が
全
国
に
比
較
し
て

も
多
い
。
労
働
者
の
年
収
が
二
〇
〇
万
円

代
。
厳
し
い
実
態
だ
。

●

駅
の
あ
り
方
に
つ
い
て

実
態
は
厳

し
い
状
況
。
委
託
化
・
機
械
の
導
入
。
新

潟
に
は
、
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。

リ
モ
ー
ト
マ
ル
ス
〜
五
地
本
に
導
入
し
た
。

無
人
君
の
国
鉄
版
。
お
客
が
混
乱
、
盛
岡

の
セ
ン
タ
ー
は
大
変
な
状
況
、
苦
情
が
多

い
。長

岡
ビ
ュ
ウ
プ
ラ
ザ
と
駅
が
一
体
化
・

新
販
売
店
に
な
る
。
＝
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
・

ロ
ウ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
。
営
業
時
間
・
販
売

実
態
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｍ
Ｖ
３
０
〜
現
在
三
台
・
今
後
、
増
や

し
て
い
く
。
前
作
業
し
て
い
な
い
と
間
に

合
わ
な
い
。
実
態
が
具
体
的
に
発
生
し
て

い
る
。
身
近
な
問
題
＝
購
入
券
が
無
く
な

る
。
（
旅
会
社
）
Ｊ
Ｒ
カ
ー
ド
へ
移
行
・

カ
ー
ド
で
購
入
・
窓
口
で
買
う
な
と
指
導

さ
れ
た
。
＝
機
械
で
購
入
。
稼
働
率
が
上

が
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
を
上
げ
る
た

め
？
再
度
、
具
体
的
に
点
検
し
て
い
く
。

●

並
行
在
来
線
〜
二
〇
一
四
年
・
北
陸

新
幹
線
。
開
業
後
、
運
賃
は
一
・
六
倍
。

自
治
体
負
担
・
公
共
負
担
。
貨
物
会
社
の

負
担
〜
線
路
使
用
料
・
本
数
に
よ
っ
て
変

わ
る
。
国
・
Ｊ
Ｒ
の
責
任
、
役
割
が
明
記

さ
れ
て
い
な
い
。
県
・
上
越
地
域
振
興
局

の
パ
ン
フ
＝
八
項
目
の
懸
念
・
経
営
問
題

に
つ
い
て
出
さ
れ
て
い
る
。
現
実
か
ら
考

え
る
と
、
地
域
も
同
様
の
認
識
だ
。

自
治
体
へ
の
要
請
、
今
後
は
ど
う
運
動

を
進
め
て
行
く
の
か
。
、
問
題
点
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
。
具
体
的
に
運
動
を
ど
う

作
っ
て
い
く
の
か
〜
①
政
府
・
与
党
へ
見

直
し
を
、
Ｊ
Ｒ
の
存
続
を
図
る
②
Ｊ
Ｒ
は

開
業
後
は
感
知
し
な
い
。
責
任
・
役
割
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
。
今
後
、
地
本
の
指
導
・

強
化
を
。
幹
線
の
ダ
イ
ヤ
・
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
。
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全面外注化の闘い①法令を守らせる闘い②労働局のホー

ムページに労働協約に関するチェック票がある、活用し

その内容によって状況がわかる。＝偽装請負。アスベス

トの点検・再チェック。厚労省が指示。

①ＪＲ不採用事件 20年を迎える。4者・4団体による運

動に共同で進めていく。新たな訴訟～到達点を確認して

いく。政治解決を基本的に闘っていく。早期解決をめざ

す。177回中央委員会で決定した方針を進める。8次の中

央行動をやりきる。『1万人アピール運動』年度末を区切

りにして進めていく。『3・30集会』を成功させる。

②07春闘 ３/２統一行動～新潟支部実施。酒田～３/17

直江津～３/23それぞれ展開する。貨物の３/13総行動。F

ax・ハガキ行動の展開。客貨一体の取組みを。

③合理化対策 ダイ改 ３/12団交・駅のあり方について

交渉。

④安全・安定輸送 通年的な課題として取り組む。改め

て交渉を再開する。土砂崩壊の原因・不確定～あらため

て要求書を作成し団交を。地域住民と結合した闘い。

⑤組織強化・拡大 職場の運動・分会の運動が基本。地

本は分代を開催した時には、地本も出席し一緒に議論し

ていく。



●

春
闘
は
、
客
貨
一
体
の
運
動
を
追
及
。

Ｆ
ａ
ｘ
・
ハ
ガ
キ
行
動
を
取
り
組
む
。
三

月
十
三
日
、
貨
物
本
社
前
集
会
が
取
り
組

ま
れ
る
。
貨
物
係
争
事
件
・
２
％
問
題
・

昇
進
差
別
事
件
、
一
月
十
三
日
合
同
弁
護

団
会
議
を
開
催
。
和
解
に
つ
い
て
、
い
か

に
差
別
を
明
ら
か
に
し
て
水
準
を
上
げ
る
。

＝
調
査
し
て
い
る
。
他
労
組
も
含
め
、
昇

進
・
昇
格
の
調
査
、
早
急
に
集
約
を
。

新
タ
で
事
故
〜
貨
車
と
フ
ォ
ー
ク
の
衝

突
。
現
場
検
証
で
貨
車
に
明
記
し
て
い
な

い
内
容
の
も
の
が
搭
載
〜
危
険
物
が
搭
載

さ
れ
て
い
た
。
一
定
の
表
示
の
義
務
化
。

今
後
、
追
及
し
て
い
く
。

●

賃
金
が
年
齢
に
よ
っ
て
カ
ッ
ト
さ
れ

る
。
高
齢
者
雇
用
促
進
法
〜
六
十
才
以
降

の
雇
用
問
題
。
Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
、
再
雇
用

嘱
託
社
員
と
し
て
再
雇
用
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
で
技
術
継
承
。
最
大
の

問
題
は
。

新
幹
線
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
（
補
助
空
気
モ
ー
タ
ー
部
分
）
車

両
に
本
当
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
か
会
社

を
追
及
し
て
い
く
。
検
討
を
。

東
海
は
ダ
イ
改
で
、
乗
務
員
の
構
内
入

換
え
作
業
を
委
託
化
。
事
故
発
生
時
〜
指

揮
命
令
系
統
に
つ
い
て
、
委
託
で
き
る
の

か
。

●

物
販

昨
年
夏
・
四
十
七
万
円
。
冬

三
十
七
万
円
の
売
り
上
げ
。
直
販
を
展
開

し
て
い
る
。
＝
鶴
岡
市
職
労
へ
。
直
販
十

二
万
円
、
カ
タ
ロ
グ
・
十
六
万
円
。
組
合

員
の
直
販
に
よ
る
オ
ル
グ
に
よ
っ
て
国
鉄

闘
争
を
広
め
て
い
く
。
今
年
の
夏
〜
要
請

が
あ
れ
ば
実
施
す
る
。

安
全
問
題

余
目
駅
に
ド
ッ
プ
ラ
ー
レ
ー

ダ
ー
の
設
置
。
安
全
は
国
の
責
任
と
し
て

追
及
し
て
い
く
。
小
岩
川
の
土
砂
崩
れ
の

危
険
箇
所
は
全
体
で
四
十
四
箇
所
。
羽
越

線
で
十
七
箇
所
。
土
砂
崩
れ
検
知
器
〜
七

箇
所
設
置
。
全
体
に
検
知
器
の
設
置
を
。

土
砂
崩
れ
は
十
年
周
期
で
発
生
し
て
い
る
。

（
一
九
八
七
年
八
月
五
日
・
一
九
九
五
年

八
月
四
日
・
二
〇
〇
六
年
に
発
生
）

ト

ン
ネ
ル
着
工
の
理
由
は
、
小
岩
川
〜
あ
つ

み
温
泉
間
が
単
線
の
た
め
、
複
線
化
す
る

た
め
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
た
。
し
か
し
用

地
買
収
が
で
き
な
か
っ
た
。

羽
越
線
の
風
速
計
の
区
間
・
ひ
と
つ
の

風
速
計
で
三
駅
区
間
。
風
速
計
の
増
強
を
。

実
際
風
が
無
く
て
も
規
制
が
あ
る
。

取
得
し
た
株
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

こ
こ
ま
で
読
ん
で
い

た
だ
い
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は

拡
大
地
方
委
員
会
の
特

集
に
な
り
四
ペ
ー
ジ
に

な
り
ま
し
た
。
で
き
る

だ
け
内
容
を
忠
実
に
再

現
し
た
く
〜
文
章
が
長

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。同

じ
内
容
を
伝
え
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
人

が
発
言
し
た
『
言
葉
』

を
紙
面
に
記
載
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
ど
う
し
て
も
長
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
内
容
が
若
干
、
変
わ
っ
て
い
ま

し
た
ら
ご
了
承
願
い
ま
す
。

今
年
は
暖
冬
で
、
不
順
な
天
候
で
し
た

ね
。
三
月
に
入
っ
て
か
ら
も
な
か
な
か
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
は
ず
せ
ま
せ
ん
ね
。

一
旦
、
変
え
て
ま
た
付
け
替
え
た
人
も
い

る
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
暖
冬
の
せ
い
か
、
桜
の
開
花

が
早
い
で
す
。
二
十
日
の
ラ
ジ
オ
で
開
花

が
四
月
二
日
と
伝
え
て
い
ま
し
た
。

早
く
暖
か
い
春
が
待
ち
ど
う
し
い
で
す

ね
。
今
年
も
盛
大
に
、
花
見
で
一
杯
や
り

た
い
で
す
〜
っ
か
？
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